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三光株式会社

該 当 す る 事 業 者 要 件

代表取締役社長　髙木義幸

住 所 ( 法 人 に あ っ て は 、
主 た る 事 務 所 の 所 在 地 )
氏 名 ( 法 人 に あ っ て は 、
名 称 及 び 代 表 者 の 氏 名 )

年度

久留米市通町８番地の１６

2023

△ 100.0

計　　画　　期　　間

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条第１号該当特定事業者（大
規模エネルギー使用事業者）

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条第２号該当特定事業者（自
動車運送事業者）

特定事業者以外の事業者

△ 29.2

県内事業所の総生産量（ｔ）

海外向け自社製品販売量が予想を大幅に下回ったことにより、在庫品を大きく抱えることとなり、本来の生産計画から大幅に縮小し生産する必要に迫ら
れた。しかし、エネルギ使用量については、今回のような大幅な生産量縮小を事前に予想出来ず、十分な省エネ対策が出来ない状態で生産を続けた
ため原単位改善が出来なかった。
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「計画の進捗又は達成の状況等」欄には、計画期間における排出量削減の進捗の状況及び計画終了時における事業活動温暖化対策計画書に掲
げた温室効果ガスの排出の抑制の量に係る目標の達成又は未達成の理由等があれば、記入してください。
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差 引 後 増 減 率 ( 基 準 年 度 比 ) △ 100.023.5

「計画期間」並びに「基準年度」「前年度」「目標年度」及びそれらの排出量は、提出済の事業活動温暖化対策計画書に一致させてください。

「特記事項」欄には、過去の温室効果ガス排出削減に係る実績や地球温暖化防止に寄与する技術又は商品の開発等の取組があれば、記入してく
ださい。
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年度2020

⓵有明工場に設置した水素ボイラーについては現在使用中
②水銀灯のLEDランプ化については計画的に更新中

2024

製造業 化学工業

年度


